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パンデグラフ型粒子加速装置によって1. 4 Mev の重陽子を照射し， 試料内部で散乱されてふたたび
試料表面に出てくる散乱重陽子のエネルギ一分布を測定することによって求め，これより拡散定数を
求める測定法を開発している。銅中の金の拡散について 350 0C -4500 C の拡散定数を求めている。
乙の方法で測定し得る拡散定数は，銅中の金の拡散距離が 2x10-7 cm のものであり，この程度の距
離について測定出来れば拡散現象におよぼす中性子照射効果を充分に測定しうるとのべている。
総括は以上の結果をまとめたものである。
戸O??nノ臼
論文の審査結果の要旨
原子力の分野における拡散に関する問題は金属中での不活性ガスの拡散ならびに拡散におよぼす放
射線照射の効果が主なものである。しかし何れの場合にも，従来の測定法には疑問の点があったD 著
者は乙れらの測定法について考察し，新しい測定法を開発し，銅および銀中での 133Xe の拡散現象，
銅中での金の微少移動量の測定法について研究した。この結果，この種現象がより明確になった乙と
は原子力材料の分野において貢献するところが大きく，工学的にも工業的にも重要な意義をもつもの
である。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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